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は問題になることはないと考えています。
さらに、今後5年間を目途に行われる予定の厚生労働

省による暫定基準の見直しにより残留基準が変更された
場合にはその時点で必要な対応をしていく予定です。

４．畜産関係者の皆様へのお願い

食品衛生法違反を未然に防止するために、畜産関係
者の方々に以下の対応をお願いします。

農場において家畜を適切に飼育管理すること。

農林水産省では、農場における適切な衛生管理の
ために、畜種別に「家畜の生産段階における衛生管
理ガイドライン」を示しております（http://www.
maff .go.jp/eisei_guideline/mokuji.htm）ので、農場
での家畜の飼養管理の参考にしてください。抗菌性
物質のみではなく、今後は殺虫剤や消毒剤など、本
年 5月 29 日に新たに残留基準が設定されるた動物
用医薬品についても危害因子として位置づけ、適切
に使用していただければ問題の発生することはない
と考えています。薬事法に基づく動物用医薬品の適
正な使用のために、使用した動物用医薬品の使用の
記録を作成し保管すること、投与した群には表示す
ることなど、適切な管理をお願いします。

動物用医薬品・飼料添加物を使用する場合には、
最新の用法・用量・休薬期間を確認の上、定めら
れた用法・用量及び休薬期間を遵守し、適正に使
用すること。

特に、使用基準改正とポジティブリスト制度の
施行日が同じ日（5月 29 日）ですので、改正によ
り使用禁止期間の延長が行われた動物用医薬品につ
いては、改正前の使用時には使用禁止期間を遵守し
て使用したにもかかわらず、施行日を過ぎて食品と
なった時には残留基準値を超えて残留してしまう場
合もありますので、このような動物用医薬品を施行
日間近に使用した場合には、十分ご注意ください。 

食品製造・加工業者と取引先の農場との信頼関係
の構築

残留基準が設定されたことにより、消費者の方々
や食品製造・加工業者の方々は、残留していないこ
とを食品や原材料の分析により確認したいと考えが
ちです。しかし残留基準のある成分について全て分
析するのは不可能ですし、適切に使用されていれば
そのような分析は全く必要ありません。そのような
分析データに依存するのではなく、取引先の農場と
信頼関係を構築し、動物用医薬品・飼料添加物が適
切に使用されていることを確認し、出荷していただ
くことが、食品衛生法違反を防止する一番の方法で
あると考えます。

図４．動物用医薬品等の食品衛生法違反を防ぐために

１．農場での家畜の適切な飼育管理
・動物用医薬品の投与群への表示
・薬剤使用記録の作成と保管

２．資料添加物・動物用医薬品の適正な使用
・最新の用法・用量・休薬期間の確認
・定められた用法・用量及び休薬期間の遵守

３．食品製造・加工業者と取引先の農場との信頼関係の
構築と情報の共有
・動物用医薬品の適正使用の確認
・全成分の分析は困難であり、適正に使用されてい
れば必須ではない。

５．終わりに

以上、農薬等のポジティブリスト制度と動物用医薬
品に関する農林水産省の対応について述べました。こ
の制度について、畜産関係者の皆様が理解され、適切
に対応されるようご協力お願いします。今後もいろい
ろな媒体を用いて制度について引き続きお知らせして
いきますので、ご注目ください。
また、今回の改正により畜産物の安全性が向上し、
消費者の方々にもより安心して畜産物を購入していた
だけるようになるであろうと考えております。


